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浦和東     支部・地区 運営委員会報告書 

日時； Ｒ４年８月５日（金） 10：00～15：00 

場所； カルタスホール 第２会議室 

記入者 

  石王丸 恵子 

担当事務局サイン 

 

討議・決定事項（地区・支部独自の活動）   地区名 氏名   出欠 

●仲間づくりに関すること   

組織（7月度）：活動由来加入１名 ・問い合わせ由来１名 ・加入合計２名 ・脱退１２名  

 ・６／２６（火）プラウドシティ浦和のチラシまきを行った。問い合わせは、今の所なし。 

今後、プラウドシティ浦和がイベントをやるときに、原山地区も展説をやりたい旨、イベ

ント会社に伝えている。 

●利用活動に関すること 

・クリスマス・正月用品試食会・・・各地区で企画する。 

９／１２発注、納品は１０／６、１１、２０、２５。 

・「原木しいたけ栽培イベント」一連の活動を終え、４月と６月の、「原木しいたけ」の利

用状況をセンターに確認する。 

●たすけあい・まちづくりなど 

 ・支部企画 「認知症サポーター養成講座」 １０／６埼玉会館６Ｂ（支部会議と抱き合

わせ）で申し込みをしてみる。地域包括支援センターへ、直接。 

・消費生活展用に、電気のパネルを制作予定。Ａ１サイズ。スピカ１、２号「青い地球

の未来のために」を活用する。 

●その他 

・支部会計より ・前期（２～９月）の活動費を出すので、活動報告を会計まで。 

           ・支部活動費一括引き落としの未集金リストが来た。集金のお願いの

手紙を出す。振り込みの口座が変わったので、お手紙原稿を手直し

してから、地区に渡す。（原稿、大八木さん）原山４名、大谷口２名 

 ・生活クラブを続けている理由（支部委員編） 

   ・気に入った消費材があるから。調味料、人参、牛乳、卵、肉類、せっけん類など。 

   ・本物を守っている生産者から購入できる。 

・食材について、共感できる仲間がいる。班があって、仲間がいる。 

・安心、安全。いちいち確認しないで済む。 

・支部委委員活動＝社会とのつながり。 

・生活クラブ歴３７年。他では、どこで買っていいか分からない。 

・電化製品も、優れものが多い。 
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大谷場 

 

大谷口 

 

東浦和 

 

 

 

Ｂ役員 

諏訪部 × 

林    × 

中嶋   ○ 

(ﾘﾓｰﾄ) 

鳥海   ○ 

渋谷   × 

飯島   ○ 

武田   ○ 

藏渕   × 

宮澤   ○ 

内田   × 

長谷部 × 

夏原   ○ 

大八木 ○ 

松井   ○ 

板橋   ○ 

岡本   × 

斉藤   × 

石王丸 ○ 

野原   × 

土屋   × 

冨岡   ○ 

 連絡・確認事項（全体の企画や決定に関すること） 

・ファイバーリサイクルのチラシ・・・浦和東支部内にチラシを入れる。←承認 

・新規加入者（2020年１月～2022年１０月加入）のリストを、事務局に依頼する。（松井さん）・・・クリスマス・ 

正月用品試食会のメインターゲットが新規加入者ということで、お手紙を出すときなどに必要。 

・リーフレット「食べてはいけないゲノム編集食品」…支部で２０部購入する。 

・『「連」でつながろう！つながるさいたま文化祭』に、浦和東支部から「リレーカフェ」と「子供たちの食の安全

を考える会（こと食）」の２団体が、ブロック推薦で発表する。 

全体に提案したい事項・継続課題など 

・今年の「ひまわりプロジェクト」では、栽培協力者が、個人で、取れた種を送らなければならなかった。次回

は、事務局で取りまとめてもらいたい。 

     次回  ９ 月  ８ 日 （木）  コムナーレ １３集会室  １０時～   
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